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平成２４年１０月より、川崎市健康福祉局生活

保護・自立支援室と共同して、生活保護世帯の子

どもやその親の養育相談や学習の支援を行うため

に「子どもの学習支援・居場所づくり事業」を川

崎区の旭町こども文化センター、川崎区役所田島

支所の２か所で毎週火・木の２日間実施してきた。 

昨年度は１０月からの実施にもかかわらず、学

習支援に参加した中学生３１人全員が高校に合格

することができた。また、高校進学後のフオロー

として、年６回の「ホームカミングデェイ」を実

施している。毎回とも３分の１以上の生徒が参加

をし旧交をあたためた。それぞれの高校での生活

にもなじみ元気に過ごしているようである 

今年度は、旭町子ども文化センターと下平間老

人憩いの家の２か所の施設を活用して実施してい

る、現在２９人の生徒ががんばってっている。 

 

 

  

 子どもの学習支援・居場所づくり事業は、子ど

もと指導者とが１対１で学習支援をしており、今

年度は新しい試みとして８月１、２日の２日間、

朝から夕方まで「学習支援集中講座」を行った。 

 また、８月１５日から１泊２日で、川崎市青少

年の家で行った「学習支援合宿」には、中学３年

生が１４人参加した。２日めの午後「かわさき宙

と緑の科学館・プラネタリュウム」で夏の星空の

観察を行い合宿を終了した。 

参加した中学生は、勉強は大変だったが、力が

ついたと思う。新しい友だちもでき、充実した２

日間だったと話してくれた。 

ｎ  
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日           曜   主  な  行  事 

１ 日 エコチャレンジクラブ（青少年の家） 

２ 月 よちよち歩きの子集まれ（青少年の家） 

安全点検日（南野川） 

３ 火 シニア卓球クラブ（青少年の家） 

おはなし会（青少年の家７） 

４ 水  研究推進委員会（宮ノ下） 

５ 木 情報交換会（南野川） 

６ 金 ほのぼのスクール運営委員会（家） 

 ふれあい活動（青少年の家） 

７ 土  

９ 月 中原区保護者ミーティング 

こども支援室定例会議（旭町） 

10 火 シニア卓球クラブ（青少年の家） 

ＫＹＷＣ（青少年の家） 

読み聞かせ（旭町） 

12 木 お茶（旭町） 

13 金 役員会（教育会館） 

子育てサロン（南野川） 

14 金 第1回文化講演会（大山街道） 

輝け☆明日の先生の会⑧ 

ビデオ上映・ＫＹＷＣ（青少年の家） 

17 火 シニア卓球クラブ（青少年の家） 

おはなし会（青少年の家） 

18 水 学習・相談打合せ（宮ノ下） 

こども探検クラブ（大山街道） 

19 木 第2回運営協議会（大山街道） 

リトミック（青少年の家） 

20 金 スーパーバイズ（旭町） 

21 土 不登校進路情報説明会（高津市民館） 

24 火 シニア卓球クラブ（青少年の家） 

読み聞かせ（旭町） 

25 水 ＫＹＷＣ（青少年の家） 

読み聞かせ（南野川） 

26 木 第2回サポーター研修（教育会館） 

保護者会（旭町） 

27 金 事務局会(教育会館) 

29 土 輝け☆明日の先生の会⑨ 

ホームカミングディー（旭町子） 

不登校親の意見交換会（教育会館） 

30 月 クッキング（旭町） 

                       

編集後記 

 夏休みも終わり２学期が始まった。毎年のことだが

不登校の状態にある生徒が高校への入学を目指して、

サポートセンターへの通所を希望する者が増える。少

しでもその子たちへ援助ができればと思っている。 

 

 サポートセンター宮ノ下には現在小学生が１８人、中学生が４５人、

高校生が５人通所しているが、夏期休業中は午前午後と特別時間割りを

つくり学習の支援を行っている。 

 学習支援を実施する場合、例えば学習者の言語理解と表現力が未成熟

である。学習に対する達成感の経験がない等の課題題に、言語理解と表

現力・文章読解力の育成を図る等の支援方針をたて、具体的に、ワーク

シートを利用し本人の理解度にあわせた漢字、単文読解の力を養う等 

個別に学習支援を行っている。 

 各学習者ごとに、その日行った教科の学習内容と児童生徒の様子、指

導者との関わり等を記録を取っている。 

 

 福祉・相談活動と適応指導・特別支援・学習支援の担当者間の連携を

密にするため、毎月第１水曜日に学習・相談部会を実施している。 

 

  

 

 

 平成２５年８月２３日第５回役

員会を川崎市教育会館で行った。 

 中山顧問税理士から租税特別措

置の適用存続のため事業の見直し

について提案があり、現在のサポ

ートセンターを２つに分けること

の必要性について協議を行った。 


